








4.おわりに 

運動による尿所見の悪化度で安静を強いるという管理をまだまだ行なっている今日、いか

に腎疾患児に体力・運動能力・心肺機能を低下させずに運動を許容させうるかを検討して

いく必要がある。小児は肉体的にも精神的にも成長する段階にあるということを念頭に入

れ、今後腎疾患児に対して適切かつ簡便な運動処方が作成されることが望まれる。 


